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明
治
期
の
文
人
集
団
「
根
岸
党
」
の
著
名

な
紀
行
文
に
「
さ
き
が
け
」（『
東
京
朝
日
新

聞
』
明
治
二
十
六
年
二
月
十
四
日
～
二
月
十

八
日
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
二
十
六
年
に

現
在
の
神
奈
川
県
横
浜
市
磯
子
区
に
あ
る

「
杉
田
梅
林
」
に
根
岸
党
の
面
々
が
訪
れ
た

様
子
を
綴
っ
た
紀
行
文
で
あ
る
。
ま
た
、
饗

庭
篁
村
、
幸
田
露
伴
に
よ
る
江
ノ
島
・
鎌
倉

を
巡
っ
た
饗
庭
篁
村
「
女
旅
」（『
東
京
朝
日

新
聞
』
明
治
二
十
四
年
三
月
七
日
～
三
月
二

学
散
歩

続
編
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
「
は

じ
め
私
は
こ
の
仕
事
の
性
質
上
続
編
と
称
す

る
も
の
を
作
ら
ず
、
飽
迄
も
改
訂
増
補
し
て

版
を
改
め
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
つ
た
が
、
前

著
が
文
庫
本
と
な
つ
て
意
外
に
多
く
の
読
者

を
得
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
読
者
の
便
宜

を
は
か
つ
て
一
先
づ
続
編
を
作
る
こ
と
に
し

た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
し
て
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
（=

野
田
が
〈
増
訂
版
か
新
著
か
〉
問
題
に
悩
み
、

二
つ
の
進
路
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
動
い
て
い
た

時
期
）
に
、
本
稿
の
主
人
公
で
あ
る
毎
日
新

聞
連
載
「
東
京
文と

こ
ろ
ど
こ
ろ

学
散
歩
」
は
発
表
さ
れ
た
。

「
東
京
文と

こ
ろ
ど
こ
ろ

学
散
歩
」
は
昭
和
二
七
年
六
月
八

日
か
ら
一
一
月
二
三
日
に
か
け
て
土
曜
か
日

曜
を
中
心
に
一
八
回
に
わ
た
っ
て
『
毎
日
新

聞
』
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
。
小
さ
な
コ
ラ
ム

形
式
で
あ
り
、
一
回
分
は
字
数
に
し
て
わ
ず

か
一
二
〇
〇
字
前
後
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て

こ
の
連
載
を
中
心
と
し
て
編
ま
れ
た
の
が
、

『
ア
ル
バ
ム　

東
京
文
学
散
歩
』（
創
元
社
、

昭
和
二
九
年
二
月
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

こ
ち
ら
は
全
部
で
五
三
の
章
か
ら
成
っ
て
お

り
、
取
り
上
げ
た
地
域
は
連
載
分
よ
り
三
〇

以
上
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
二
七
年

の
初
め
か
ら
は
散
歩
に
カ
メ
ラ
を
携
行
し
た

と
い
う
野
田
が
撮
影
し
た
写
真
が
、
書
名
に

ふ
さ
わ
し
く
大
量
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
「
東
京
文と

こ
ろ
ど
こ
ろ

学
散
歩
」
か
ら
『
ア
ル
バ
ム

東
京
文
学
散
歩
』
へ
と
続
く
流
れ
は
、
こ
こ

ま
で
見
て
き
た
一
連
の
東
京
文
学
散
歩
の
系

譜
を
本
流
と
す
れ
ば
、
傍
流
に
あ
た
る
も
の

だ
が
、実
は
こ
の
「
東
京
文と

こ
ろ
ど
こ
ろ

学
散
歩
」
は
、『
新

東
京
文
学
散
歩

増
補
訂
正
版
』（
昭
和
二

七
年
三
月
）
で
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
さ
れ
て
い

た
多
く
の
疑
問
や
謎
を
そ
の
後
の
調
査
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
し
た
重
要
な
一
編
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

紙
幅
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
本
格
的
な
考

察
は
別
稿
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で

は
「
東
京
文と

こ
ろ
ど
こ
ろ

学
散
歩
」
が
明
ら
か
に
し
た
新

事
実
の
な
か
か
ら
二
つ
の
例
を
紹
介
し
て
お

き
た
い
。
一
つ
は
、
野
田
が
生
涯
を
か
け
て

取
り
組
ん
だ
パ
ン
の
会
の
会
合
場
所
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
瓢
箪
新
道
の
三
州
屋
の
所
在
地

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
や
は
り
パ
ン
の
会

の
人
々
が
遊
興
を
尽
く
し
た
永
代
橋
西
詰
め

の
料
亭
都
川
が
戦
後
復
活
し
た
姿
で
あ
っ

た
。
ど
ち
ら
も
、『
新
東
京
文
学
散
歩

増

補
訂
正
版
』（
昭
和
二
七
年
三
月
）
で
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、そ
れ
を「
東

京
文と

こ
ろ
ど
こ
ろ

学
散
歩
」が
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

三
州
屋
の
所
在
地
を
尋
ね
当
て
た
「
東
京

文と
こ
ろ
ど
こ
ろ

学
散
歩
」
の
「
瓢
箪
新
道
」
の
項
は
昭
和

二
七
年
一
〇
月
二
五
日
の
掲
載
で
あ
り
、
最

近
復
活
し
た
料
亭
都
川
を
尋
ね
当
て
て
パ
ン

の
会
時
代
か
ら
の
名
物
女
将
に
話
を
聞
い
た

「
永
代
橋
付
近
」
の
掲
載
は
七
月
五
日
で
あ

っ
た
。
コ
ラ
ム
形
式
の
規
模
な
の
で
ど
ち
ら

も
簡
単
な
紹
介
に
と
ど
ま
る
が
、
野
田
は
そ

れ
を
二
つ
と
も
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
て
『
新

東
京
文
学
散
歩　

続
編
』（
昭
和
二
八
年
五

月
）
に
取
り
込
ん
で
い
る
（「
続
・
瓢
箪
新
道
」

「
永
代
橋
」）。
同
書
は
増
訂
版
で
は
な
く
新

著
の
部
類
に
入
る
か
ら
、
収
録
さ
れ
た
二
つ

の
文
章
も
前
著
の
増
補
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

は
な
く
、
発
見
部
分
を
中
心
と
し
た
新
稿
で

あ
り
、
前
者
は
三
州
屋
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

教
え
て
く
れ
た
書
店
の
主
人
と
の
、
後
者
は

ま
さ
に
有
名
な
名
物
女
将
と
の
や
り
と
り
を

中
心
と
し
た
魅
力
的
な
読
み
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

の
ち
に
野
田
は
こ
の
二
つ
の
文
章
を
生
か

し
て
、東
京
文
学
散
歩
第
二
巻
『
下
町
（
上
）

築
地
・
銀
座
・
日
本
橋
界
隈
』（
昭
和
三
三

年
一
〇
月
）
中
の
「
瓢
箪
新
道
と
『
パ
ン
の

会
』」
と
、
同
第
一
巻
『
隅
田
川
』（
昭
和
三

三
年
七
月
）
中
の
「
永
代
橋
付
近
」
と
を
書

く
が
、
集
成
的
な
面
も
持
た
せ
た
増
補
訂
正

的
な
ス
タ
イ
ル
な
の
で
や
や
精
彩
を
欠
い
て

い
る
。
と
も
あ
れ
、「
東
京
文と

こ
ろ
ど
こ
ろ

学
散
歩
」
が

連
載
さ
れ
た
昭
和
二
七
年
後
半
は
、『
新
東

京
文
学
散
歩

増
補
訂
正
版
』
で
増
訂
版
方

式
に
ひ
と
区
切
り
を
つ
け
て
、
前
述
の
二
例

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
魅
力
的
な
発
見
を
ど
の

よ
う
な
か
た
ち
で
東
京
文
学
散
歩
の
系
譜
に

取
り
込
む
べ
き
か
に
野
田
が
思
い
を
凝
ら
し

始
め
た
時
期
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
前

述
の
よ
う
な
〈
増
訂
版
か
新
著
か
〉
問
題
の

ジ
レ
ン
マ
に
野
田
が
陥
っ
て
い
く
始
ま
り
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

藤
井　

淑
禎
（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
）

杉
田
梅
林
を
め
ぐ
っ
て
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十
一
日
）
や
、
饗
庭
篁
村
、
幸
堂
得
知
、
右

田
寅
彦
ら
に
よ
る
紀
行
文「
杉
田
の
梅
」（『
東

京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
二
月
十
四
日

～
二
月
二
十
八
日
）
等
、
根
岸
党
の
面
々
は

た
び
た
び
「
杉
田
梅
林
」
を
訪
れ
た
。
さ
ら

に
同
時
期
に
活
躍
し
て
い
た
「
硯
友
社
」
も

大
橋
乙
羽
「
晴
好
雨
記
」（『
太
陽
』
第
二
巻

第
六
号
、
明
治
二
十
九
年
三
月
）
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
杉
田
梅
林
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
明
治
期
に
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
杉

田
梅
林
と
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

◆

『
磯
子
の
史
話
』（
磯
子
区
制
50
周
年
記
念

事
業
委
員
会
「
磯
子
の
史
話
」
出
版
部
会
、

昭
和
五
十
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
杉
田
梅
林
は

江
戸
は
元
禄
の
頃
よ
り
栄
え
た
と
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
も
そ
も
の
は
じ
ま
り
は
小
田
原
北

条
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
間
宮
信
繁
が
梅
の
実

の
収
益
を
生
活
の
一
助
と
す
る
た
め
に
梅
樹

を
植
え
さ
せ
た
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
）

に
さ
か
の
ぼ
る
。
元
禄
（
一
六
八
八
～
）
の

頃
に
は
す
で
に
約
三
万
六
千
本
も
の
梅
樹
が

杉
田
の
地
を
賑
わ
し
、文
化
・
文
政
年
間
（
一

八
〇
四
～
）
に
は
最
盛
期
を
迎
え
た
。『
横

浜
市
史
稿
』
風
俗
編
（
名
著
出
版
、
昭
和
四

十
八
年
）
に
は
、
こ
の
頃
「
梅
花
飯
」
と
い

う
料
理
が
考
案
さ
れ
名
物
と
な
っ
た
と
の
記

述
も
あ
り
、
食
文
化
に
も
影
響
を
与
え
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。
杉
田
梅
林
は
土
地
一
帯

を
彩
る
多
く
の
梅
樹
と
屏
風
ヶ
浦
の
景
観
の

美
し
さ
が
相
俟
っ
て
、
次
第
に
名
勝
地
と
し

て
天
下
に
喧
伝
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
明

治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
、
明
治
十
九
（
一

八
八
六
）
年
に
英
照
皇
太
后
と
昭
憲
皇
太
后

が
観
梅
の
た
め
に
二
度
も
妙
法
寺
に
行
幸
さ

れ
た
こ
と
で
さ
ら
に
人
口
に
膾
炙
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
と
天
保
七
（
一

八
三
六
）
年
の
二
度
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
た

著
名
な
地
誌
で
あ
る
『
江
戸
名
所
図
会
』
で

は
「
巻
之
二　

天
璇
之
部
」
に
お
い
て
、

「
杉す

ぎ
た
む
ら
う
め
そ
の

田
村
梅
園
」
と
題
さ
れ
た
挿
画
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
杉
田
梅
林
に
関
す
る

資
料
の
多
く
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
に
あ
っ
て
す
で
に
名
所
と
し
て
周

知
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

明
治
期
に
は
数
多
く
の
地
誌
や
名
所
案
内

記
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
「
杉
田
梅
林
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
紹

介
し
て
お
こ
う
。

著
名
な
も
の
に
明
治
二
十
九（
一
八
九
六
）

年
に
妙
法
寺
智
旭
が
永
勢
子
行
の
協
力
の
も

と
編
集
し
刊
行
し
た
『
杉
田
勝
概
』
が
あ
る
。

例
え
ば
『
横
浜
の
本
と
文
化

横
浜
市
中
央

図
書
館
開
館
記
念
誌
』（
横
浜
市
中
央
図
書

館
、
平
成
六
年
）
で
は
、「
明
治
の
観
光
案

内
記
」
の
中
の
「
杉
田
の
観
光
案
内
」
に
お

い
て
こ
の
『
杉
田
勝
概
』
が
唯
一
取
り
上
げ

ら
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の『
杉
田
勝
概
』

は
杉
田
梅
林
を
題
材
と
し
た
詩
文
集
で
あ

り
、
付
録
と
し
て
地
誌
が
収
載
さ
れ
た
。
杉

田
梅
林
は
、
多
く
の
文
人
た
ち
が
訪
れ
作
品

を
残
し
た
勝
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
は
安
田
米

斎
『
杉
田
梅
花
村
誌
』（
杏
雨
山
房
）
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
管
見
の
限
り
「
杉

田
」
や
「
梅
花
」
の
名
を
冠
し
た
初
の
案
内

記
で
あ
る
が
、
先
の
『
杉
田
勝
概
』
に
比
べ

こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
ま
ず
「
杉
田
村

武
蔵
国
久
良
岐

郡
」
と
「
梅
樹
蕃
殖
」
の
項
目
に
お
い
て
村

や
梅
樹
の
歴
史
が
語
ら
れ
る
。
次
の
「
観
梅

順
路
」
で
は
「
第
一
線
路
笹
下
通
」
と
「
第

二
線
路
海
辺
通
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
経
路
が

提
示
さ
れ
、
例
え
ば
「
第
一
線
路
笹
下
通
」

で
は
「
横
浜
停
車
場
ヨ
リ
二
十
六
丁
吉
田
新

田
ヨ
リ
六
丁
蒔
田
村
ヨ
リ
十
一
丁
（
中
略
）

杉
田
村
ニ
至
ル
合
セ
テ
三
里
十
六
丁
ナ
リ
」

と
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
梅
花
期

節
及
種
類
」
に
関
す
る
案
内
と
い
っ
た
項
目

が
続
き
、「
附
録
」
と
し
て
、
後
述
す
る
佐

藤
一
斎
に
よ
る
杉
田
観
梅
紀
行
文
「
杉
田
村

観
梅
記
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
ま
さ
に
「
杉
田

梅
林
」
を
中
心
に
据
え
、
杉
田
村
へ
の
観
光

を
促
す
案
内
記
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
、
梅
の
杉

田
発
行
所
か
ら
石
野
瑛
『
梅
の
杉
田
』
と
い

う
案
内
記
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
は
、

米
斎
の
『
杉
田
梅
花
村
誌
』
に
類
似
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
項
目
が
立
て
ら
れ
、
杉
田
の
地
誌

や
観
光
案
内
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
の
ち
、「
杉

田
に
関
す
る
名
文
」「
杉
田
に
関
す
る
詩
歌
」

と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
名
文
・

詩
歌
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
か
ね
て
よ
り
文

人
に
愛
さ
れ
た
名
勝
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
初
の
グ
ラ
フ
雑
誌
で
あ
る
『
風
俗
画

報
』
で
は
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
な
ど
と

い
っ
た
各
地
の
名
所
を
特
集
す
る
増
刊
号
が

刊
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に『
風
俗
画
報
』

増
刊
第
二
百
五
十
七
号
と
し
て
明
治
三
十
五

（
一
九
〇
二
）
年
十
月
五
日
に
発
行
さ
れ
た

『
横
浜
名
所
図
会
』
が
あ
る
。
横
浜
の
さ
ま

ざ
ま
な
名
所
が
挙
げ
ら
れ
る
中
、「
見
物
の

栞

附
花
暦
」内
の「
花
暦
」に
お
い
て
、「
梅
」

の
項
目
に
「
杉
田
梅
莊
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。広

く
人
々
の
話
題
と
な
っ
て
い
た
野
崎
左

文
『
日
本
名
勝
地
誌
』
第
二
編
（
博
文
館
、

明
治
二
十
七
年
）
に
お
け
る
杉
田
梅
林
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

杉
田
梅
林

東
京
近
傍
に
梅
林
の
名

あ
る
も
の
多
く
は
平
坦
の
地
に
在
り
て

麦
隴
菜
圃
と
交
は
り
毫
も
眺
望
の
賞
す

べ
き
無
し
と
雖
も
唯
り
此
地
は
然
ら
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ず
、
前
は
海
に
面
し
後
は
山
を
負
ひ
風

色
自
ら
秀
霊
、
加
ふ
る
に
梅
樹
の
槎
枒

た
る
あ
り
仙
境
の
名
に
負
か
ず
と
謂
ふ

べ
し
、
梅
は
後
山
の
中
腹
よ
り
始
め
て

其
麓
に
多
く
山
を
牛
ノ
背
と
云
ひ
村
を

杉
田
と
云
ふ
即
ち
根
岸
村
よ
り
金
沢
に

至
る
別
路
に
衝
れ
り
、
数
年
前
村
民
梅

樹
を
外
人
に
売
与
し
て
大
に
其
数
を
减

じ
た
り
と
雖
も
猶
ほ
花
の
観
る
べ
き
も

の
多
く
し
て
春
至
れ
ば
韻
士
騒
客
来
り

て
幽
香
を
賞
し
一
村
亦
た
花
の
為
め
に

潤
ふ
と
云
ふ

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
杉
田
梅
林
の
衰
退
の
兆

し
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
田
山
花
袋
が
編
集
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
明
治
末
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
撰

名
勝
地
誌
』（
博
文
館
、
明
治
四
十
三
年
）

に
お
い
て
も
、
杉
田
梅
林
は
依
然
景
勝
地
と

し
て
登
場
し
て
い
る
。

　

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
鉄
道
省
が
編

集
し
た
『
東
京
か
ら
日
帰
り
名
勝
案
内
図
』

（
日
本
旅
行
協
会
）
に
お
い
て
も
、
杉
田
梅

林
は
「
東
京
郊
外
散
策
暦
」
の
中
の
二
月
の

梅
の
名
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、「
横

浜
市
電
杉
田
停
留
場
前
」
と
の
交
通
案
内
が

あ
っ
た
。

こ
う
し
た
地
誌
や
案
内
記
か
ら
、
杉
田
梅

林
が
次
第
に
衰
え
を
見
せ
つ
つ
も
や
は
り
日

本
の
景
勝
地
の
ひ
と
つ
で
あ
り
つ
づ
け
た
こ

と
が
窺
え
る
。
し
か
し
現
在
で
は
、
か
つ
て

梅
の
名
所
と
し
て
栄
え
た
「
杉
田
梅
林
」
の

名
残
を
と
ど
め
て
は
い
な
い
。

◆

杉
田
梅
林
と
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
相
似
で
あ

る
梅
林
が
あ
る
。
現
在
の
奈
良
県
月
ヶ
瀬
の

三
重
県
と
の
県
境
付
近
に
位
置
す
る
「
月
ヶ

瀬
梅
林
」
で
あ
る
。
両
者
の
相
似
性
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

前
述
の
通
り
、
杉
田
梅
林
は
梅
の
実
を
生

活
の
一
助
と
す
る
た
め
に
植
樹
が
は
じ
め
ら

れ
た
こ
と
が
そ
の
起
源
で
あ
る
。『
月
ヶ
瀬

村
史
』（
月
ヶ
瀬
村
、平
成
二
年
）
に
よ
れ
ば
、

月
ヶ
瀬
梅
林
も
こ
れ
と
同
様
に
烏
梅
の
収
穫

を
目
的
と
し
て
い
た
梅
林
で
あ
っ
た
。ま
た
、

勝
地
と
し
て
の
杉
田
梅
林
は
、
梅
花
だ
け
で

な
く
、
梅
花
の
彩
り
に
屏
風
ヶ
浦
の
眺
望
が

加
わ
り
景
勝
地
と
し
て
の
人
気
を
勝
ち
得
た

地
で
あ
っ
た
。
月
ヶ
瀬
梅
林
は
、「
月
ヶ
瀬

梅
渓
」
と
の
呼
称
も
あ
る
よ
う
に
、
渓
谷
を

内
包
し
て
い
る
。
梅
花
が
咲
き
乱
れ
る
山
々

の
間
を
五
月
川
が
流
れ
る
と
い
う
全
景
が
名

勝
と
銘
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
磯
子
の
史
話
』、『
月
ヶ
瀬
村
史
』

に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年

に
「
月
瀬
保
勝
会
」
が
、
明
治
二
十
八
（
一

八
九
五
）
年
に
「
杉
田
保
勝
会
」
が
そ
れ
ぞ

れ
発
足
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
年
代
以
降

そ
の
景
勝
が
衰
え
を
み
せ
て
い
っ
た
こ
と
も

共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
両
梅
林
の
特
徴
と
し
て
、
明
治
期

に
あ
っ
て
多
く
の
文
人
が
訪
れ
て
い
る
こ
と

も
看
過
で
き
な
い
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き

は
、
根
岸
党
と
硯
友
社
が
揃
っ
て
ど
ち
ら
の

地
も
訪
れ
、
紀
行
文
を
書
き
著
わ
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
根
岸
党
と
硯
友
社
は

ど
ち
ら
も
杉
田
梅
林
を
訪
れ
て
い
る
と
先
に

も
触
れ
た
が
、
彼
ら
は
と
も
に
明
治
二
十
六

（
一
八
九
三
）
年
に
月
ヶ
瀬
梅
林
に
も
遊
行

し
、
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
を
書
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

『
風
俗
画
報
』
第
六
十
六
号
（
明
治
二
十
七

年
二
月
）
で
は
、
大
橋
乙
羽
（
こ
の
号
で
の

名
は
「
乙
羽
生
」
と
な
っ
て
い
る
）
が
「
人

事
門
」
に
お
い
て
「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
」

を
発
表
し
た
。
こ
の「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
」

に
は
名
和
永
年
画「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
図
」

が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
「
武
州
杉
田

梅
園
」
が
主
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の

上
部
分
に
「
和
州
月
か
瀬
」
と
「
和
州
桃
ヶ

野
村
」が
そ
れ
ぞ
れ
挿
入
さ
れ
、「
杉
田
梅
園
」

を
中
心
と
し
た
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
」
の
本
文
で
は
、「
杉

田
梅
園
は
関
東
の
名
所
な
り
」「
月
の
瀬
は

関
西
の
勝
地
な
り
」
と
対
比
的
に
描
か
れ
て

い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
こ
で
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、

重
要
な
の
は
こ
れ
ら
の
梅
林
を
天
下
に
知
ら

し
め
た
き
っ
か
け
が
観
梅
紀
行
文
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
々
の
梅
林
に
関
す

る
資
料
の
多
く
に
、
そ
の
梅
林
が
名
所
と
な

っ
た
理
由
と
し
て
観
梅
紀
行
文
の
存
在
が
紹

介
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
杉
田
梅
林
と
月

ヶ
瀬
梅
林
の
類
似
点
と
し
て
は
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

元
禄
の
頃
よ
り
栄
え
は
じ
め
た
杉
田
梅
林

は
、
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
に
、
儒
学
者

で
あ
っ
た
佐
藤
一
斎
が
著
し
た
「
杉
田
村
観

梅
記
」
に
よ
り
、
人
々
の
間
に
浸
透
し
て
い

っ
た
。

月
ヶ
瀬
梅
林
も
、
は
じ
め
は
周
辺
に
住
む

人
々
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
地
で
あ
っ

た
。
こ
の
梅
林
を
天
下
の
名
勝
た
ら
し
め
た

の
は
、
儒
学
者
で
あ
っ
た
斎
藤
拙
堂
の
月
ヶ

瀬
紀
行
『
月
瀬
記
勝
』
で
あ
る
。
拙
堂
が
月

ヶ
瀬
を
訪
れ
た
の
は
文
政
十
三（
一
八
三
〇
）

年
の
こ
と
で
、
そ
の
後
『
月
瀬
記
勝
』
は
嘉

永
四
（
一
八
五
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
月
ヶ
瀬
梅
林
の
名
は
全
国
に
と
ど
ろ

く
こ
と
と
な
っ
た
。
月
ヶ
瀬
梅
林
を
訪
れ
る

文
人
墨
客
は
み
な
口
を
揃
え
て
、『
月
瀬
記

勝
』
を
読
み
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
綴
っ
て
い
る
。
拙
堂『
月
瀬
記
勝
』

に
よ
る
影
響
は
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
、
杉
田
梅
林
に
も

い
え
る
。佐
藤
一
斎
の「
杉
田
村
観
梅
記
」は
、

先
述
の
『
杉
田
勝
概
』
や
安
田
米
斎
『
杉
田
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梅
花
村
誌
』、
石
野
瑛
『
梅
の
杉
田
』
な
ど

を
は
じ
め
と
し
た
案
内
記
の
類
や
地
誌
、
文

範
書
な
ど
に
数
多
く
掲
載
さ
れ
、
多
く
の

人
々
の
目
に
触
れ
て
い
た
。
前
掲
資
料
『
新

撰
名
勝
地
誌
』
に
お
い
て
は
杉
田
梅
林
の
項

目
に
、佐

藤
一
斎
が
所
謂
「
村
皆
白
雲
世
界
そ

の
巓
を
極
め
て
俯
瞰
す
れ
ば
、
花
光
雲

影
、
遠
近
相
含
み
、
而
し
て
海
湾
晶
々

然
一
大
鏡
を
磨
き
、
漁
舫
そ
の
間
に
往

来
す
る
」
の
景
頗
る
賞
す
べ
く
。

と
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
を
想

起
し
て
い
る
紀
行
文
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
は
『
杉
田
勝
概
』
に
集
め
ら
れ
た
杉
田

観
梅
紀
行
文
に
お
け
る
記
述
を
抜
粋
し
ま
と

め
た
。

斎
藤
竹
堂
「
観
梅
紀
行
」（
天
保
十
四
年
）

で
は
「
問
之
即
往
年
一
斎
先
生
来
宿
処
」
と
、

宿
を
見
て
佐
藤
一
斎
を
思
い
浮
か
べ
る
場
面

が
描
か
れ
て
い
る
。
菊
池
三
渓「
観
梅
游
記
」

（
慶
応
二
年
）で
は
、あ
る
農
家
に
立
ち
寄
り
、

「
則
曖
楼
（
筆
者
注
：
佐
藤
一
斎
の
こ
と
）

記
中
所
載
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
別
の
場
面
で

も
「
予
嘗
読
愛
日
楼
（
筆
者
注
：
佐
藤
一
斎

の
こ
と
）
観
梅
記
」
と
述
べ
て
い
る
。
松
村

西
莊
「
杉
田
遊
記
」（
明
治
十
二
年
か
）
は

冒
頭
が
「
余
嘗
読
曖
翁
（
筆
者
注
：
佐
藤
一

斎
の
こ
と
）
杉
田
観
梅
之
記
」
か
ら
始
ま
り
、

佐
藤
一
斎
の
強
い
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
。
石

埼
小
洲「
杉
田
観
梅
記
」（
明
治
二
十
二
年
か
）

に
も
こ
れ
と
同
様
に
「
余
曾
読
佐
藤
一
斎
游

説
」
と
あ
る
。
後
藤
錦
川
「
杉
田
村
観
梅
記
」

（
明
治
十
四
年
）に
お
い
て
も
冒
頭
か
ら
、「
余

嘗
読
愛
日
楼
集
。
識
武
州
杉
田
之
勝
」
と
杉

田
梅
林
を
知
っ
た
き
っ
か
け
が
佐
藤
一
斎
で

あ
る
と
語
ら
れ
る
。
豊
島
洞
斎
「
杉
田
観
梅

記
」（
明
治
十
五
年
か
）
で
は
杉
田
梅
林
に

つ
い
て
か
つ
て
「
佐
一
斎
」
が
訪
れ
た
場
所

で
あ
る
と
思
い
を
馳
せ
る
記
述
と
、
杉
田
で

出
会
っ
た
梅
花
飯
に
つ
い
て
「
愛
日
楼
観
梅

記
中
載
之
」
と
思
い
起
こ
す
記
述
が
あ
る
。

簡
素
な
紹
介
で
は
あ
る
が
、『
杉
田
勝
概
』

に
収
載
さ
れ
て
い
る
漢
文
体
紀
行
文
の
ほ
と

ん
ど
に
佐
藤
一
斎
の
名
が
見
ら
れ
た
。

『
杉
田
勝
概
』
以
外
に
佐
藤
一
斎
の
名
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
紀
行
文
を
紹
介
す
る
。
例
え

ば
田
中
卯
吉（
鼎
軒
）は「
杉
田
観
梅
記
」（『
東

京
経
済
雑
誌
』
第
六
百
六
十
九
号
、
明
治
二

十
六
年
四
月
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

嘗
て
佐
藤
一
斎
翁
の
記
を
読
み
、
杉
田

の
梅
は
小
金
井
の
桜
と
共
に
武
蔵
の
二

名
所
な
る
よ
し
を
見
て
し
か
ば
、
折
も

あ
ら
ば
行
き
見
ん
も
の
と
思
ひ
し
も

珂
北
仙
史
は
『
風
俗
画
報
』（
第
百
十
号
、

明
治
二
十
九
年
三
月
）
の
「
漫
遊
門
」
に
お

い
て
「
杉
田
の
梅
」
と
い
う
紀
行
文
を
執
筆

し
、
そ
の
中
で
た
び
た
び
佐
藤
一
斎
「
杉
田

村
観
梅
記
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。

ま
ず
「
余
佐
藤
一
斎
の
杉
田
村
観
梅
記
を
読

み
久
し
く
之
に
遊
ふ
の
志
あ
れ
と
も
春
々
便

宜
を
得
す
」
と
あ
り
、「
往
時
佐
藤
一
斎
の

遊
を
省
見
は
亦
其
不
便
甚
し
き
を
知
る
へ

し
」、「
一
斎
遠
路
の
行
歩
枵
」
な
ど
自
身
の

旅
程
に
佐
藤
一
斎
の
紀
行
文
を
重
ね
て
い
く

の
で
あ
る
。
杉
田
梅
林
の
中
心
で
あ
る
妙
法

寺
を
訪
れ
た
際
に
は「
一
斎
の
記
に
園
曰
く
」

と
始
ま
り
一
斎
の
紀
行
文
を
引
用
し
て
そ
の

景
勝
を
賞
し
て
い
る
。
読
者
は
珂
北
仙
史
の

旅
程
を
読
み
な
が
ら
、
佐
藤
一
斎
の
「
杉
田

村
観
梅
記
」
の
足
跡
を
も
た
ど
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
大
町
桂
月
は
「
杉
田
の
一
夜
」

（『
太
陽
』
第
四
巻
第
六
号
、
明
治
三
十
一
年

三
月
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

憶
ふ
昔
、
佐
藤
一
斎
の
杉

マ

マ

田
観
梅
記
に

感
服
の
あ
ま
り
、頓
に
遊
意
を
催
し
て
、

夜
八
時
、
都
を
出
で
、
明
方
杉
田
に
着

し
、
そ
の
日
ま
た
直
に
帰
路
に
就
き
、

一
昼
夜
を
全
く
徒
歩
し
て
辞
せ
ざ
る
ま

で
に
思
ひ
こ
が
れ
た
る
地
な
れ
ど

桂
月
は
幾
度
も
杉
田
の
梅
林
に
足
を
運

び
、
杉
田
の
観
梅
紀
行
を
何
本
も
執
筆
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
桂
月
の
杉
田
梅
林
へ
の

憧
憬
の
原
点
は
佐
藤
一
斎「
杉
田
村
観
梅
記
」

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

土
居
香
国
「
杉
田
看
梅
記
」
で
は
、
掲
載

誌
『
太
陽
』（
第
四
巻
第
十
二
・
第
十
三
号
、

明
治
三
十
一
年
六
月
）
に
お
い
て
石
川
鴻
斎

の
評
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
始
終
梅

花
綢
繆
。
豈
与
花
神
有
宿
縁
者
耶
。
夫
月
瀬

拙
堂
記
之
。
杉
田
一
斎
記
之
。
爾
来
観
客
多
」

と
あ
り
、
拙
堂
と
一
斎
が
と
も
に
引
き
合
い

に
出
さ
れ
て
い
る
。

山
川
勝
具
「
杉
田
観
梅
記
」（『
淑
女
』
第

三
巻
第
四
号
～
第
六
号
、
明
治
三
十
四
年
四

月
～
六
月
）
に
お
い
て
は
、

文
化
年
間
に
。
此
村
の
善
悪
居
士
と
云

ふ
老
人
が
あ
つ
て
。
梅
花
飯
と
い
ふ
も

の
を
炊
い
で
。
そ
れ
を
客
に
供
へ
た
そ

う
で
。
佐
藤
一
斎
先
生
の
記
中
に
も
見

え
て
居
る
。

と
い
う
、
梅
花
飯
に
つ
い
て
の
話
が
、
佐
藤

一
斎
の
紀
行
文
の
中
で
も
語
ら
れ
て
い
た
と

わ
ざ
わ
ざ
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
佐
藤
一
斎

「
杉
田
村
観
梅
記
」
が
の
ち
の
杉
田
観
梅
紀

行
文
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。
佐
藤
一
斎
の
名
は
あ
ら
ゆ
る

紀
行
文
に
お
い
て
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
。

人
々
は
、
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
に

よ
っ
て
杉
田
梅
林
を
知
り
、
訪
れ
た
い
と
願

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
観
梅
の
感
激
の
さ

な
か
で
佐
藤
一
斎
の
紀
行
文
を
思
い
出
し
、
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そ
れ
ら
が
組
み
込
ま
れ
た
紀
行
文
を
発
表
す

る
。
そ
し
て
ま
た
新
た
な
読
者
が
佐
藤
一
斎

「
杉
田
村
観
梅
記
」
と
と
も
に
杉
田
梅
林
に

関
す
る
知
識
を
得
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ

と
で
杉
田
梅
林
は
名
所
化
し
て
い
っ
た
と
い

え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
け
る
杉
田
梅

林
と
月
ヶ
瀬
梅
林
は
、
ど
ち
ら
も
観
梅
紀
行

文
を
土
台
と
し
、
風
光
明
媚
な
〈
文
学
的
名

所
〉と
し
て
の
価
値
も
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

湯
本　

優
希
（
立
教
大
学
大
学
院　

博
士
後
期
課
程
）

解
　
題

若
き
日
の
乱
歩
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
を

転
々
と
し
て
い
た
。
大
正
九
年
に
は
団
子
坂

で
古
本
屋
を
営
ん
で
い
た
。
の
ち
に
乱
歩
が

活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
雑
誌
「
新
青
年
」
は

こ
の
年
に
創
刊
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
乱
歩

は
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
。

鳥
羽
造
船
所
に
勤
務
し
て
い
た
時
期
の
友

人
、
井
上
勝
喜
が
古
本
屋
に
転
が
り
込
ん
で

い
た
。
井
上
は
探
偵
小
説
好
き
で
、
乱
歩
と

探
偵
小
説
の
筋
を
話
し
合
っ
た
り
し
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
、
探
偵
小
説
を
書
い
て
売
る

こ
と
を
考
え
た
の
だ
っ
た
。

三
津
木
春
影
の
「
呉
田
博
士
」
は
、
コ
ナ

ン
・
ド
イ
ル
や
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
フ
リ
ー
マ

ン
の
翻
訳
・
翻
案
だ
っ
た
。
こ
れ
を
出
版
し

て
い
た
中
興
館
書
店
に
乱
歩
は
手
紙
を
出

す
。
探
偵
小
説
の
出
版
を
打
診
し
た
の
で
あ

る
。
出
版
に
か
か
る
費
用
が
暴
騰
し
て
い
た

時
期
で
も
あ
っ
た
し
、
乱
歩
は
作
品
を
見
せ

た
訳
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
提
案
は
断

ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
乱
歩
は
、
自
ら
「
智
的
小
説
刊
行

會
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
し
た
。
会
費
を
徴

収
し
て
、
出
版
の
費
用
に
充
て
る
と
い
う
計

画
で
あ
る
。
刊
行
す
る
の
は「
グ
ロ
テ
ス
ク
」

と
題
し
た
雑
誌
で
あ
る
。

内
容
見
本
と
な
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製

し
た
。
こ
れ
は
乱
歩
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク

『
貼
雑
年
譜
』に
貼
付
し
て
あ
る
。予
告
に「
石

塊
の
秘
密
」
江
戸
川
藍
峯
作
、
と
あ
る
。
の

ち
に
「
一
枚
の
切
符
」
と
し
て
発
表
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

乱
歩
の
回
想
録
『
探
偵
小
説
四
十
年
』
に

は
「
智
的
小
説
刊
行
会
」
の
節
が
あ
る
。
こ

こ
に
そ
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
こ
の
内
容
見
本
に
あ
る
「
智
的
小
説
刊
行

會
設
立
の
理
由
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

探
偵
小
説
を
愛
す
る
我
々
が
、
発
表
の
場

と
し
て
こ
の
雑
誌
を
刊
行
し
て
行
こ
う
と
い

う
意
気
込
み
が
書
か
れ
て
い
る
。

『
探
偵
小
説
四
十
年
』
で
は
「
面
白
そ
う
な

個
所
を
抜
い
て
見
る
と
、」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
い
く
つ
か
の
部
分
に
「（
中
略
）」
と

な
っ
て
い
た
り
、
カ
ッ
コ
で
概
要
を
説
明
し

た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
省
か
れ
た

部
分
は
、主
に
作
品
な
ど
の
具
体
例
で
あ
る
。

「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し

て
き
た
小
説
草
稿
な
ど
と
同
じ
く
、

「EX
T

RA
O

RD
IN

A
RY

」
と
書
か
れ
た
大

型
の
封
筒
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
紹

介
す
る
の
は
、
そ
の
「
智
的
小
説
刊
行
會
設

立
の
理
由
」
全
文
で
あ
る
。

乱
歩
に
は
こ
れ
以
前
に
『
奇
譚
』
と
題
さ

れ
た
手
製
の
書
籍
が
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の

乱
歩
が
ま
と
め
た
、
探
偵
小
説
の
紹
介
本
で

あ
る
。
古
本
屋
で
販
売
し
よ
う
と
し
た
が
、

買
い
手
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の『
奇
譚
』

に
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
下
敷
き
に
な
っ

て
、「
設
立
の
理
由
」
に
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

す
で
に
引
用
さ
れ
て
い
た
部
分
か
ら
は
わ

か
ら
な
い
、
乱
歩
が
出
発
点
に
し
て
い
た
具

体
的
な
作
品
群
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
あ
る
意
味
で
乱
歩
の
原
点
を
要
約
し
た

文
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

落
合
教
幸
（
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念　

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
調
査
員
）

我
等
は
好
奇
的
小
説
就
中
探
偵
小
説
を
極

愛
す
る
も
の
の
一
團
で
す
。
世
間
で
は
探
偵

小
説
其
他
好
奇
的
な
小
説
を
セ
ン
セ
イ
シ
ヨ

ナ
ル
と
称
し
て
、
一
概
に
下
品
な
劣
等
な
も

の
に
し
て
了
つ
て
居
る
様
で
す
が
、
我
々
は

左
様
な
見
解
を
持
つ
て
ゐ
る
人
々
こ
そ
低
能

な
生
半
可
だ
と
思
ひ
ま
す
。

　

純
文
学
が
人
情
の
機
微
を
寫
し
出
す
も
の

智
的
小
説
刊
行
会
設
立
の
理
由

資
料
紹
介

智
的
小
説
刊
行
会
設
立
の
理
由


